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「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」対
策
会
議

地地
方方
のの
いい
らら
立立
ちち

どど
ここ
にに
……

厳
し
い
地
域
医
療
、
自
治
体
立
病
院
の
環
境
に
危
機
感
が
せ
ま
る
な
か
、
３
月
１５

日
、
１６
日
の
両
日
、
自
治
労
会
館
で
各
病
院
単
組
関
係
者
な
ど
１
０
７
人（
１３
総
支
部
、

３２
単
組
）が
参
加
し
、公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
係
わ
る
対
策
会
議
を
開
い
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
道

本
部
・
杉
谷
副
委
員
長
が

「
厳
し
い
自
治
体
病
院
の
財

政
状
況
を
背
景
に
合
理
化
等

の
攻
撃
が
強
ま
っ
て
い
る
、

今
会
議
を
基
本
に
自
治
体
病

院
の
あ
り
方
含
め
た
論
議
を

し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

効
率
化
だ
け
で
い
い
の
か

道
本
部
提
起
の
後
、
北
海

学
園
大
学
、
横
山
教
授
の

「
公
立
病
院
の
今
後
の
経
営

を
考
え
る
」
講
演
で
「
国
の

や
り
方
が
無
責
任
に
な
っ
て

い
る
」
と
述
べ
、「
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
に
も
医
療
圏
が
あ
る

が
、
全
て
自
治
対
立
病
院
で

バ
ラ
ン
ス
良
く
病
院
が
あ

り
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
患
者
が

病
院
に
か
か
っ
て
い
る
。
日

本
は
、
地
域
ご
と
で
セ
ン
タ

ー
病
院
の
分
析
を
す
る
必
要

が
あ
る
。
自
治
労
の
み
な
さ

ん
が
緻
密
に
分
析
し
方
向
性

を
出
す
べ
き
」
と
話
し
た
。

続
い
て
、
総
務
省
地
域
企
業

経
営
企
画
室
長
、
濱
田
省
司

さ
ん
か
ら
、「
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
」
と

自
治
体
病
院
の
現
況
と
作
成

の
背
景
、
の
講
演
を
受
け

た
。
質
疑
で
、「
自
治
体
病
院

の
地
域
に
お
け
る
役
割
は
重

要
だ
。
道
路
特
定
財
源
の
無

駄
づ
か
い
問
題
が
あ
る
中

で
、
医
療
の
効
率
化
で
地
方

の
住
民
は
医
療
を
受
け
ら
れ

な
く
て
も
い
い
の
か
！
」

と
、
地
方
の
い
ら
立
ち
や
運

営
形
態
の
課
題
、
病
院
特
例

債
な
ど
熱
心
な
質
問
が
相
次

い
だ
。

２
０
０
床
未
満
・

以
上
の
分
科
会

２
日
目
は
２
０
０
床
「
未

満
」「
以
上
」
の
２
つ
の
分
科

会
で
そ
れ
ぞ
れ
議
論
し
た
。

２
０
０
床
未
満
病
院
関
係

者
を
対
象
と
し
た
分
科
会

は
、
木
古
内
町
職
労
平
野
さ

ん
が
町
立
病
院
の
運
営
と

『
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
』
に
対
す
る
具
体
的
財

政
の
ポ
イ
ン
ト
が
示
さ
れ

た
。「

病
院
に
対
す
る
交
付
税

の
経
過
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

自
治
体
立
病
院
に
対
し
、
病

床
利
用
率
、
経
営
形
態
、
特

例
債
が
重
要
な
項
目
と
な
り

病
院
内
部
で
の
分
析
が
欠
か

せ
な
い
。
特
例
債
は
、
借
金

の
繰
り
延
べ
で
病
院
自
体
の

収
支
の
均
衡
を
考
え
な
け
れ

ば
、
民
間
移
譲
が
待
ち
受
け

て
い
る
。
内
部
に
よ
る
収
益

と
費
用
に
関
す
る
分
析
、
住

民
の
参
画
、
組
合
か
ら
の
プ

ラ
ン
に
対
す
る
提
起
が
必

要
」
だ
と
話
し
た
。
新
冠
町

職
の
杉
山
さ
ん
か
ら
は
、
診

療
所
化
に
む
け
た
新
冠
町
病

院
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

２
０
０
床
以
上
の
都
市
病

院
の
分
科
会
で
は
各
病
院
の

取
り
組
み
状
況
が
報
告
さ
れ

た
。
市
立
函
館
病
院
労
組
の

田
島
書
記
次
長
が
「
市
立
函

館
病
院
の
現
状
と
課
題
」
に

つ
い
て
、「
専
門
医
の
撤
退
で

各
科
の
診
療
に
大
き
な
影
響

が
あ
り
収
益
が
激
減
、
経
営

改
革
が
待
っ
た
な
し
の
状
況

だ
」
と
述
べ
、「
地
方
セ
ン
タ

ー
病
院
と
し
て
高
度
な
医

療
、
先
端
医
療
を
提
供
す
る

役
割
が
あ
り
、
現
状
の
医
師

不
足
は
深
刻
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
」
と
報
告
し
た
。

道
本
部
衛
生
医
療
評
議
会

議
長
、
武
田
議
長
は
「
こ
の

会
議
で
、
病
院
を
取
り
巻
く

状
況
の
厳
し
さ
難
し
さ
を
再

確
認
し
て
い
た
だ
い
た
、
衛

生
医
療
評
議
会
、
ま
た
、
単

組
で
地
域
医
療
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
ま
と
め
終

了
し
た
。

国の政策に対して参加者の怒りが噴出した

０８
春
季
生
活
闘
争
は
終
盤
に
入

っ
た
が
、
連
合
が
メ
イ
ン
に
掲
げ

た�「
非
正
規
」
労
働
者
の
処
遇
改

善
�
に
つ
い
て
の
評
価
は
ま
だ
で

き
な
い
。「
時
給
○
○
円
ア
ッ
プ
を

勝
ち
取
っ
た
」
で
済
む
話
で
は
な

い
か
ら
だ
。
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
た
改
正
「
パ
ー
ト
労
働
法
」

を
足
掛
か
り
に
、「
非
正
規
」
労
働

者
の
処
遇
を
い
か
に
社
員
並
み
に

近
づ
け
る
か
。
こ
れ
が
中
心
課
題

で
あ
り
、
春
闘
だ
け
で
終
え
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
。

「
パ
ー
ト
」
と
は
「
短
時
間
労

働
者
」
の
俗
称
で
、
同
法
は
雇
用

の
名
称
や
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

通
常
の
労
働
者
よ
り
短
い
労
働
時

間
で
働
く
者
を
す
べ
て
法
の
対
象

と
し
て
い
る
。
指
針
で
は
、
社
員

と
同
一
に
処
遇
す
べ
き
群
、
同
等

処
遇
に
努
力
す
べ
き
群
な
ど
、
四

分
類
し
て
改
善
の
基
準
を
示
し
て

い
る
。
そ
の
本
質
は
「
労
働
者
の

ダ
ン
ピ
ン
グ
は
止
め
ろ
」
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
短
時
間
労
働
者
を

「
非
正
規
」
の
扱
い
を
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ダ
ン
ピ
ン
グ
は
卑
怯
極
ま
る
行

為
で
、
Ｅ
Ｕ
で
は
自
由
競
争
の
敵

と
さ
れ
、
経
営
者
仲
間
か
ら
排
除

さ
れ
る
。
低
賃
金
を
求
め
て
、
統

一
後
の
旧
東
独
に
進
出
し
た
日
本

企
業
は
、
そ
の
攻
勢
に
遇
っ
て
退

場
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
短
時
間

労
働
者
を
ま
と
も
に
処
遇
し
な
い

日
本
の
状
況
は
恥
で
あ
る
。

こ
れ
を
許
し
て
き
た
責
任
は
労

働
組
合
に
も
あ
る
。
今
は
、
そ
の

労
働
者
な
し
に
社
会
が
機
能
し
な

い
こ
と
は
理
解
頂
け
る
だ
ろ
う
。

そ
の
魂
に
火
が
つ
け
ば
恐
ろ
し
い

存
在
と
な
る
。

労
働
者
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
止
め
よ
！

札
幌
地
区
連
合
・
さ
っ
ぽ
ろ
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
員

鳴
海
洽
一
郎

揺
れ
な
が
ら
半
年
経
っ
た
福
田
政
権

『
お
友
達
い
な
い
内
閣
』
は
、
暫
定
税

率
期
限
切
れ
で
大
揺
れ
に
揺
れ
、
船
酔

い
し
て
い
る
。
危
険
水
域
で
立
ち
往
生

だ
。
生
活
用
品
の
値
上
げ
も
深
刻
な
の

に
。
暫
定
税
率
で
混
乱
さ
せ
た
？
国
民

は
怒
っ
て
い
る
。
も
う
解
散
だ
！

４
月
か
ら
温
室
効
果
ガ
ス
６
％
削
減

の
京
都
議
定
書
の
約
束
が
守
れ
な
い
。

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
や
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ

ン
が
絶
滅
の
危
機
だ
。
動
物
園
で
見
て

楽
し
ん
で
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。
コ
ン

ビ
ニ
な
ど
２４
時
間
営
業
は
必
要
な
の
？

人
間
も
ど
こ
か
で
我
慢
し
な
い
と
。

朔 風

公
務
員
連
絡
会

人
事
院
・
総
務
省
と

最
終
交
渉

公
務
員
連
絡
会
は
３
月
１９

日
、
人
事
院
と
、
総
務
省
と

２
０
０
８
春
季
段
階
の
最
終

交
渉
を
行
っ
た
。
こ
の
交
渉

で
人
事
院
総
裁
、
総
務
大
臣

は
、
こ
の
間
の
交
渉
の
到
達

段
階
に
も
と
づ
い
て
、
本
年

の
給
与
改
善
に
対
す
る
基
本

姿
勢
を
確
認
す
る
回
答
を
示

し
た
。
し
か
し
、
人
事
院
総

裁
が
官
民
比
較
方
法
の
検
討

を
め
ぐ
っ
て
「
ま
ず
は
給
与

構
造
改
革
の
着
実
な
実
施
が

肝
要
で
あ
る
」
と
の
考
え
を

示
し
た
も
の
の
政
府
の
見
直

し
要
請
に
対
し
て
毅
然
と
し

た
姿
勢
を
示
さ
な
か
っ
た
こ

と
や
、
昨
年
の
人
勧
不
完
全

実
施
の
経
過
を
踏
ま
え
れ
ば

総
務
大
臣
が
人
勧
に
対
す
る

明
確
な
姿
勢
を
表
明
し
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
不
満
な
回
答

に
と
ど
ま
っ
た
。

公
務
員
連
絡
会
は
そ
の
後

開
か
れ
た
企
画
・
幹
事
合
同

会
議
で
、「
回
答
は
不
満
で
あ

る
が
、
公
務
を
め
ぐ
る
厳
し

い
情
勢
の
中
で
の
交
渉
の
到

達
点
と
し
て
受
け
止
め
、
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
て
人
勧

期
・
確
定
期
の
闘
い
を
全
力

で
進
め
て
い
く
」
と
の
声
明

を
確
認
。
自
治
労
も
、
中
央

闘
争
委
員
会
を
開
催
し
、
こ

れ
ら
の
回
答
内
容
と
自
治
労

声
明
を
確
認
し
た
。

３
月
い
っ
ぱ
い
で

退
職
・
任
期
満
了

道
本
部
書
記
の
藪
育
美
さ

ん
、
川
口
迪
彦
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
３
月
３１
日
付
け
で
退
職

し
た
。
な
お
、
川
口
さ
ん
は

引
き
続
き
北
海
道
平
和
運
動

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
と
し

て
６
月
の
総
会
ま
で
専
従
す

る
。
ま
た
、
組
織
拡
大
オ
ル

グ
の
北
條
隆
彦
さ
ん
が
、
３

月
３１
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
っ
た
。

藪 育美さ
ん川口 迪彦さ

ん北條 隆彦さ
ん
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地
公
三
単
産
組
織
統
合
問
題

山
上
道
本
部
書
記
長
に
聞
く

自
治
労
は
全
水
道
、
都
市
交
と
の
完
全
な
組
織
の
統
合
を
２
０
１
０

年
秋
に
果
た
す
こ
と
を
昨
年
の
岩
手
大
会
で
決
定
し
て
い
る
。
こ
の
組

織
統
合
の
目
的
は
何
か
、
な
ぜ
統
合
す
る
の
か
、
新
し
い
組
織
の
名
称

は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
経
過
や
組
織
統
合
に
向
け
た

課
題
や
職
場
か
ら
の
疑
問
に
つ
い
て
山
上
道
本
部
書
記
長
に
聞
い
た
。

国際連帯救援カンパ
自治労道本部集約 3,256,441円

（２００８．３．７現在）

２０１０年秋に新組織がスタート
みなさまからお預りしたカンパ金

■２００万円は「自治労本部国際連帯支援カンパ」へ

■１，２５６，４４１円は「アトファルナ募金」（道本部独自）へ

ご協力ありがとうございました

三
単
産
統
合
の
意
義
を
熱
く

語
る
山
上
書
記
長

自
治
労
と
他
の
二
産
別
の

組
織
人
員
は
大
き
な
差
が
あ

り
ま
す
が
、
吸
収
合
併
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
対
等
な
立

場
で
の
統
合
を
目
指
す
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
で
す

か
ら
、
組
織
の
名
称
も
新
し

い
名
称
に
踏
み
込
ん
で
検
討

せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

８
月
の
自
治
労
全
国
大
会

で
ま
ず
、
新
し
い
名
称
の
選

択
に
つ
い
て
決
定
、
そ
の

後
、
ど
の
よ
う
な
名
称
に
す

る
か
三
単
産
で
具
体
的
な
検

討
が
始
ま
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。一

方
、
自
治
労
は
、
す
で

に
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
従

事
す
る
労
働
者
を
公
民
問
わ

ず
組
織
化
し
て
き
て
お
り
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

し
て
い
く
べ
き
時
期
を
迎
え

て
い
た
と
も
い
え
ま
す
。

し
か
し
、
単
組
段
階
で

は
、
都
市
交
通
労
組
や
全
水

道
労
組
の
存
在
す
る
地
域
が

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

現
実
的
な
組
織
統
合
の
作
業

が
伴
わ
な
い
実
態
も
あ
り
、

名
称
変
更
に
対
す
る
抵
抗
感

や
戸
惑
い
が
存
在
す
る
こ
と

も
事
実
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
道
本
部
と
し
て
は
丁
寧

な
組
織
討
議
を
通
じ
て
単

組
・
総
支
部
組
合
員
か
ら
の

意
見
等
に
つ
い
て
本
部
に
意

見
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

「
ア
ト
フ
ァ
ル
ナ
ろ
う
学
校
」

ジ
ェ
リ
ー
・
シ
ャ
ワ
校
長
か
ら
の
礼
状

アトファルナから心を込めて

北海道の「アトファルナ募

金」協力者の皆様。皆様の変

わらぬご支援に感謝いたしま

す。

アトファルナろう学校があ

るパレスチナ・ガザの１５０万

の人々は、半年以上にわたる厳しい封鎖と経済制裁に苦し

んでいます。食糧・燃料・薬品は最低限しか供給されず、

紙・文具・お菓子・セメント・電球・肉類・乳製品などは

店頭から姿を消しました。人口の８割が食糧援助に頼って

います。日本の琵琶湖の半分ほどの土地に１５０万人が閉じ

込められて、がんなどの治療を受けられない多くの人が亡

くなっています。

アトファルナろう学校は１９９２年に日本の「パレスチナ子

どものキャンペーン」と私が一緒に作ったガザで最初の聴

覚障がい者の学校です。開校から１５年、生徒の数は１０倍、

約３００人になりました。しかし今、補聴器の電池もなく、

スクールバスの燃料も足りず、海外からの支援も減って、

存続の危機にあります。それでも教師も生徒も未来を信じ

てがんばっています。

そうしたなか、北海道の皆様のご支援は本当にありがた

く、私たちに勇気を与えてくれます。アトファルナろう学

校の教師・生徒・父母を代表して、心を込めて、皆様に御

礼申し上げます。

２００８年３月

アトファルナろう学校校長 ジェリー・シャワ

私
た
ち
を
と
り
ま
く
今
の

政
治
、
社
会
状
況
は
大
き
な

変
革
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を

担
う
労
働
者
の
組
合
は
そ
れ

ぞ
れ
分
立
し
、
厳
し
い
情
勢

変
化
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

職
員
採
用
の
抑
制
、
団
塊

世
代
の
退
職
な
ど
、
組
合
員

数
が
減
少
し
、
労
働
組
合
の

社
会
的
発
言
力
が
弱
ま
っ
て

い
ま
す
。
三
単
産
統
合
は
、

こ
れ
ら
の
背
景
を
踏
ま
え
２

０
０
０
年
頃
か
ら
議
論
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

統
合
の
目
的
は
、
単
な
る

組
織
形
態
の
再
編
で
は
な

く
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

労
働
者
が
広
く
結
集
す
る
こ

と
に
よ
り
、
労
働
組
合
の
求

心
力
を
高
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

組
合
が
持
つ
実
績
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
、
自
治
体
や
政

府
に
対
す
る
交
渉
力
を
強
化

し
、
組
織
の
枠
組
み
を
越
え

た
労
働
運
動
の
発
展
を
め
ざ

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

全
水
道
は
、
組
織
人
員
は

約
３
万
人
で
、
道
内
は
、
函

館
、
旭
川
な
ど
８
組
織
１
５

０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
、
下
水
道
、
ガ
ス
事
業

等
で
働
く
労
働
者
で
す
。

都
市
交
は
、
全
国
に
３
万

３
千
人
の
組
合
員
が
組
織
さ

れ
、
道
内
は
、
札
幌
、
苫
小

牧
、
函
館
に
そ
れ
ぞ
れ
組
織

が
あ
り
８
０
０
人
が
結
集
し

て
い
ま
す
。地
下
鉄
、バ
ス
、

路
面
電
車
な
ど
公
共
交
通
を

担
っ
て
い
る
職
場
で
す
。

全
水
道
も
都
市
交
も
、「
労

働
者
の
生
活
と
権
利
を
守

る
」「
労
働
基
本
権
確
立
」「
平

和
と
民
主
主
義
を
守
る
」
な

ど
自
治
労
の
目
指
す
理
念
や

運
動
と
共
通
し
て
い
ま
す
。

都
市
単
組
で
は
す
で
に
「
労

連
」
方
式
で
こ
の
三
者
が
統

一
闘
争
や
共
闘
運
動
を
積
み

重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
歴
史
も
古
く
、
全
水

道
は
１
９
５
１
年
、
都
市
交

は
４７
年
に
結
成
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
と
組
織
文
化
を

尊
重
し
、
統
合
議
論
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
公
三
単
産
の
こ
れ
ま
で

の
協
議
で
２
０
１
０
年
秋
に

は
新
組
織
の
結
成
大
会
を
開

く
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
自
治
労
に
全
水

道
、
都
市
交
が
加
盟
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
綱

領
、
規
約
、
組
合
費
と
い
っ

た
基
本
的
な
事
項
を
定
め
、

そ
れ
ぞ
れ
三
単
産
が
機
関
決

定
し
、
合
併
�
新
組
織
結
成

と
い
う
手
続
き
を
と
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

三
単
産
は
２
０
１
０
年
秋

ま
で
に
、
自
治
労
は
２
０
１

０
年
８
月
の
全
国
大
会
で
、

新
組
織
の
名
称
、
綱
領
、
規

約
、
組
合
費
な
ど
を
決
定
す

る
必
要
が
あ
り
、
大
会
代
議

員
の
３
分
の
２
以
上
の
賛
成

が
必
要
で
す
。
全
水
道
、
都

市
交
は
組
織
を
解
散
し
て
新

組
織
結
成
大
会
に
臨
み
ま
す

が
、
自
治
労
は
解
散
で
は
な

く
、
新
組
織
に
「
移
行
」
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の

時
点
で
、
既
存
の
三
単
産
は

消
滅
し
ま
す
。

自
治
労
は
名
称
の
変
更
に

関
し
て
今
年
の
全
国
大
会
で

機
関
決
定
す
る
た
め
５
月
中

央
委
員
会
で
職
場
討
議
案
を

提
案
し
ま
す
。

道
本
部
と
し
て
も
、
こ
う

し
た
統
合
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
意
識
し
な
が
ら
、
組
織

討
議
を
進
め
、
北
海
道
段
階

の
新
組
織
の
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
、
全
水
道
、
都
市
交
と

の
協
議
の
場
を
設
定
す
る
な

ど
単
産
間
の
話
し
合
い
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

地
本
別
の
単
組
代
表
者
会

議
後
、
職
場
意
見
を
集
約

し
、
県
本
部
代
表
者
会
議
や

下
部
討
議
案
が
提
案
さ
れ
る

５
月
末
の
第
１
３
６
回
本
部

中
央
委
員
会
に
向
け
て
道
本

部
と
し
て
意
見
反
映
し
ま

す
。ま

た
、
道
本
部
と
し
て
、

顧
問
団
や
退
職
者
会
な
ど
と

の
意
見
交
換
を
行
い
、
理
解

と
協
力
を
求
め
る
こ
と
と
し

ま
す
。

名
称
問
題
は
８
月
の
本
部

定
期
大
会
ま
で
の
間
が
討
議

期
間
と
な
り
ま
す
の
で
６
月

開
催
の
第
１
０
８
回
道
本
部

中
央
委
員
会
に
お
い
て
「
本

部
下
部
討
議
案
」
に
道
本
部

見
解
を
付
し
て
下
部
討
議
を

進
め
ま
す
。

そ
の
後
、
６
月
地
本
別
組

織
集
会
に
お
い
て
改
め
て

「
本
部
下
部
討
議
案
」
及
び

道
本
部
見
解
を
基
に
議
論
し

ま
す
。

道
本
部
は
、
そ
れ
ら
の
意

見
・
要
望
な
ど
を
県
代
・
拡

闘
な
ど
で
中
央
本
部
へ
意
見

反
映
し
、
最
終
的
に
は
、
８

月
の
本
部
大
会
前
の
道
本
部

拡
大
闘
争
委
員
会
で
、
道
本

部
見
解
を
補
強
・
修
正
し
決

定
し
て
い
き
ま
す
。

本
部
定
期
大
会
で
の
最
終

決
定
に
基
づ
き
、
さ
ら
に
三

単
産
統
合
に
向
け
て
の
組
織

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
と
し
ま
す
。

名称問題の議論経過

２００３年８月 自治労横浜大会 ３単産の協議機関設置

２００４年８月 自治労東京大会 組織討議案「各産別の改組・改編のも

とに『新しい産別の姿』を構想することを基本に作業す

る。具体的には、単なる組合の連合体ではなく、新しい

アイデンティティ、名称および機構をつくる」

２００５年６月 道本部第１０２回中央委員会「道本部としては基本的方向

性を理解しつつも、引き続き関係産別・関係単組と慎重

に議論を進めるべきものと考える」

２００６年１月 臨時（東京）大会「自治労という名称も選択肢の一つ」

と本部答弁

２００７年８月 岩手大会 �１「地域公共サービス労働組合連合会」の結

成と連合加盟を決定�２２０１０年秋を目途に完全統一体�３名

称は「各産別の改組・改編のもとに、新組織名称による

『新しい産別』を形成する」●大会質問「自治労の名前

を残すこと」○本部答弁「自治労ありきの議論とはなら

ないが、意見を踏まえ、十分な組織討議を進めたい」

２００８年１月 自治労臨時県本部代表者会議「三単産統合による新たな

産別組織の名称として『自治労』を選択することは困難

と判断」との中央執行委員会見解。

２００８年１月 道本部第４回拡大闘争委員会「新しい名称に踏み込んで

検討せざるを得ない」「単組段階では、名称変更には根強

い抵抗があるので名称問題の丁寧組織討議を自治労本部

に要請する」

２００８年１月 自治労第１３５回中央委員会（東京）臨時県代議案に基づ

き「報告事項」として提案され「自治労の名称を残すべ

き」「統合に向けて新たな名称で」と両方の意見等がださ

れたが最終的には賛成多数で承認された。

２００８年２月 道本部第１０７回中央委員会、本部臨時県代、第１３５回本部

中央委員会で提案・承認された内容及び道本部の基本的

考え方について報告・承認。

自
治
労
の
「
国
際
連
帯
カ

ン
パ
」
は
１
９
９
１
年
に
始

ま
り
、「
平
和
・
人
権
・
環
境
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
最
も
身
近

な
国
際
貢
献
と
し
て
、
難
民

救
援
や
民
主
化
の
推
進
、
労

働
組
合
権
の
獲
得
、
児
童
労

働
の
禁
止
や
奨
学
金
活
動
な

ど
に
活
用
し
て
き
た
。

１
９
９
４
年
か
ら
２
０
０

３
年
ま
で
自
治
労
結
成
４０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し

た
「
ア
ジ
ア
子
ど
も
の
家
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
０
０
５

年
に
設
立
し
た
「
エ
フ
ァ
ジ

ャ
パ
ン
」
を
通
じ
た
ベ
ト
ナ

ム
、ラ
オ
ス
、カ
ン
ボ
ジ
ア
へ

の
支
援
へ
と
徐
々
に
活
動
の

幅
が
広
が
っ
て
い
る
。ま
た
、

国
際
協
力
活
動
を
実
施
す
る

県
本
部
も
増
え
て
い
る
。

２
０
０
６
年
に
は
、
ラ
オ

ス
・
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
初
の

市
立
図
書
館
・
多
目
的
ホ
ー

ル
の
開
館
を
、
自
治
労
北
海

道
本
部
・
東
京
都
本
部
・
愛

知
県
本
部
・
中
央
本
部
と
エ

フ
ァ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
シ
ャ
ン

テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

に
よ
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
行
っ
て
い
る
。

自
治
労
の
各
集
会
（
北
海

道
は
定
期
大
会
な
ど
）
で
は

手
提
げ
袋
を
購
入
し
、「
ア
ジ

ア
子
ど
も
の
家
」
の
活
動
に

連
体
し
、
事
業
活
動
を
支
え

て
い
る
。

道
本
部
の
独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
、
２
０
０
３
年
か

ら
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地

区
の
「
ア
ト
フ
ァ
ル
ナ
ろ
う

学
校
（
パ
レ
ス
チ
ナ
子
ど
も

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
運
営
）」

へ
の
募
金
活
動
を
始
め
て
５

年
に
な
る
。

ア
ト
フ
ァ
ル
ナ
ろ
う
学

校
・
ジ
ェ
リ
ー
・
シ
ャ
ワ
校

長
か
ら
礼
状
が
届
い
た
。

ジェリー・シャワ校長からは、長文のお礼状が届きまし
た。掲載文は要約しています。

今後の討議スケジュール

４月中 道本部地本別単組代表

者会議、単組意見集約

４月２２日 道本部拡大闘争委員会

県代への意見反映確認

４月２４日 自治労第３回県本部代

表者会議

５月２９～３０日 自治労第１３６回中央委

員会

６月２～３日 道本部第１０７回道本部

中央委員会

６月中・下旬 地本別組織集会

８月２８日 自治労第８０回定期大会

（千葉市）
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全 水 道

釧路水道労働組合、旭川水道
労働組合、札幌水道労働組
合、苫小牧水道労働組合
室蘭水道労働組合、小樽水道
労働組合、函館水道労働組
合、西空知広域水道企業団労
働組合（地本加盟）

北
海
道
地
本

都 市 交

札幌市交通労働組合
苫小牧市交通労働組合
函館市交通局労働組合

北
海
道
会
議

自治労

北
海
道
本
部

Ｑ

な
ん
の
た
め
に
組
織
を
統
合
？

Ａ

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
組
の
結
集

Ｑ

都
市
交
、全
水
道
は
ど
ん
な
組
合
？

Ａ

共
通
す
る
理
念
と
運
動

Ａ

８
月
全
国
大
会
で
方
向
性

Ｑ

統
合
へ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

Ａ

２
０
１
０
年
秋
、完
全
組
織
統
合

Ａ

丁
寧
に
職
場
議
論
、中
央
へ
意
見
反
映

Ｑ
「
自
治
労
」と
い
う
名
称
は
？

Ｑ

道
本
部
の
今
後
の
対
応
は
？

自治労

全水道

都市交

＋

＋
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米
軍
イ
ラ
ク
攻
撃
か
ら
５
年

平平
和和
をを
願願
っっ
てて
ピピ
ーー
スス
ウウ
ォォ
ーー
クク
！！

２
０
０
３
年
の
、
米
軍
イ

ラ
ク
攻
撃
か
ら
５
年
が
経
過

し
た
３
月
２０
日
、
札
幌
大
通

西
４
丁
目
で
北
海
道
平
和
運

動
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ほ
っ
か
い

ど
う
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
な
ど
４

団
体
の
主
催
で
、
３
・
２０
さ

っ
ぽ
ろ
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
が

行
わ
れ
約
５
０
０
人
が
参
加

し
た
。
こ
の
日
、
世
界
中
の

平
和
を
願
う
人
々
が
イ
ラ
ク

戦
争
を
終
わ
ら
せ
よ
う
と
ピ

ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
を
行
っ
て
い

る
。道

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
住
友
代

表
は
、「
イ
ラ
ク
戦
争
と
米
軍

再
編
は
、
一
体
の
も
の
と
し

て
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
戦
争
を
起
こ
す
の
は
、

人
民
や
民
衆
で
は
な
い
。
す

べ
て
権
力
や
、
お
金
を
持
っ

た
も
の
が
自
分
の
利
権
の
た

め
に
引
き
起
こ
す
こ
と
が
明

ら
か
だ
。
私
た
ち
、
一
人
ひ

と
り
が
行
う
運
動
は
、
小
さ

い
け
れ
ど
み
ん
な
の
大
き
な

輪
で
運
動
を
広
げ
て
行
こ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

日
本
で
は
、
１
月
１１
日
、

政
府
が
提
出
し
た
新
テ
ロ
特

措
法
が
再
可
決
で
成
立
し
、

期
限
切
れ
で
イ
ン
ド
洋
か
ら

撤
退
し
た
海
上
自
衛
隊
を
、

再
び
給
油
の
た
め
に
派
兵
し

て
い
る
。
さ
ら
に
日
本
か

ら
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
行
動

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め

に
、
巨
額
の
税
金
が
投
入
さ

れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
戦

争
の
た
め
に
お
金
を
払
う
と

い
う
こ
と
に
無
頓
着
で
い
て

良
い
の
だ
ろ
う
か
。

ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、

市
民
や
学
生
、
働
く
人
た
ち

が
思
い
思
い
の
ス
タ
イ
ル
で

参
加
し
、
鳴
り
物
や
メ
ッ
セ

ー
ジ
ボ
ー
ド
で
市
民
に
平
和

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕張張張張張張張張張張張張張張張張張張張張でででででででででででででででで雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪割割割割割割割割割割割割割割割割割割割割りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７００００００００００００００００００００人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ゆうばり市民・生活サポートセンターと連合北海道

３
月
２０
日
、
夕
張
市
平
和

運
動
公
園
で
、
ゆ
う
ば
り
市

民
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
と
連
合
北
海
道
の
組
合
員

７０
人
が
、
夕
張
市
内
の
平
和

運
動
公
園
で
雪
割
り
を
行
っ

た
。
自
治
労
か
ら
は
、
空
知

地
方
本
部
を
中
心
に
４６
人
が

参
加
し
た
。

平
和
運
動
公
園
に
は
、
Ｊ

リ
ー
グ
チ
ー
ム
の
合
宿
に
使

わ
れ
る
前
面
天
然
芝
の
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
が
あ
り
、
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
小
学

生
の
サ
ッ
カ
ー
全
道
大
会
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

夕
張
市
の
降
雪
量
は
例
年

並
と
は
い
え
当
日
の
積
雪
は

６０
�
。
自
然
融
雪
で
は
間
に

合
わ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

雪
割
り
作
業
は
、
昨
年
ま
で

は
市
が
行
っ
て
い
た
が
予
算

確
保
が
困
難
で
ま
っ
た
く
手

付
か
ず
の
状
態
の
た
め
急
遽

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
動
と
な

っ
た
。

作
業
は
、
雪
解
け
を
促
進

す
る
た
め
芝
を
痛
め
な
い
よ

う
幅
３
�
、
深
さ
５０
�
の
ラ

イ
ン
を
コ
ー
ト
上
に
５
本
つ

け
て
い
く
。
重
量
感
の
あ
る

雪
で
、
か
な
り
き
つ
い
作

業
。
し
か
し
、
参
加
者
の
努

力
で
１
時
間
半
と
い
う
短
時

間
で
無
事
終
了
し
た
。

作
業
終
了
後
、
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
伊
吹
代
表
は
、

「
５
月
３
日
か
ら
の
少
年
サ

ッ
カ
ー
の
大
会
に
向
け
て
、

コ
ー
ト
使
用
の
め
ど
が
つ
い

た
。
連
合
北
海
道
の
各
産
別

の
み
な
さ
ん
に
感
謝
す
る
」

と
、
参
加
者
の
労
を
ね
ぎ
ら

っ
た
。

今年３月２０日で、イラク開戦から５年が経過した。この日、世界各国で平和
を願いピースウォークが行われている。

参議院議員

あいはらくみこ
ＨＰオープンしています

春先の雪の重量は腕にひびく大変な作業だ＝３月２０日、夕張市
平和運動公園

http://aikumi.info/
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「
米
兵
に
よ
る
あ
ら
ゆ
る

事
件
・
事
故
に
抗
議
す
る
県

民
大
会
」
は
、
３
月
２３
日
午

後
２
時
か
ら
沖
縄
県
北
谷
町

の
北
谷
公
園
野
球
場
前
広
場

で
、
大
雨
の
中
６
０
０
０
人

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

大
会
は
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
改
正
な
ど
を
求
め
、
宮
古

島
、石
垣
島
で
も
開
か
れ
た
。

「
私
た
ち
に
平
和
な
沖
縄

を
返
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、

繰
り
返
さ
れ
る
米
兵
の
事

件
・
事
故
に
抗
議
し
日
米
両

政
府
に
訴
え
た
１
９
９
５
年

の
県
民
大
会
か
ら
１３
年
経
っ

た
現
在
も
、
米
兵
の
犯
罪
は

や
む
こ
と
を
知
ら
な
い
。

戦
闘
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
の
墜
落
事
故
、
殺
人
的

な
爆
音
、
環
境
破
壊
な
ど
、

沖
縄
県
民
は
被
害
を
受
け
続

け
て
い
る
。
し
か
も
、
女
性

に
対
す
る
性
暴
力
と
い
う
凶

悪
犯
罪
が
い
ま
だ
に
あ
と
を

絶
た
な
い
。

玉
寄
哲
永
大
会
実
行
委
員

長
（
県
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
会
長
）
は
、「
こ
の
大

会
に
知
事
、
県
議
会
最
大
会

派
の
自
民
党
は
参
加
し
て
い

な
い
。
何
の
た
め
に
県
議
会

が
会
派
を
超
え
抗
議
決
議
を

し
た
の
か
、
矛
盾
し
て
い
る

と
思
わ
な
い
か
。
分
離
を
深

め
て
い
く
そ
の
姿
勢
は
明
ら

か
に
自
己
の
利
益
を
追
求
す

る
姿
勢
だ
。
私
た
ち
は
社
会

福
祉
・
教
育
団
体
、
労
組
も

市
民
も
町
村
民
も
み
ん
な
ひ

と
つ
に
な
り
な
が
ら
超
党
派

と
し
て
臨
ん
で
き
た
。
そ
の

気
持
ち
で
沖
縄
の
怒
り
を
日

米
両
政
府
に
ぶ
つ
け
よ
う
。

地
位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定

を
す
る
に
も
、
県
民
の
声
を

反
映
さ
せ
て
、
知
事
が
先
頭

に
た
っ
て
皆
さ
ん
の
同
意
を

得
て
こ
そ
日
米
両
政
府
に
迫

る
こ
と
が
出
来
る
。
今
大
会

は
人
権
を
保
障
さ
せ
る
運
動

へ
の
第
一
歩
だ
」
と
力
強
く

あ
い
さ
つ
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
等
の
暫
定
税
率
が
引
き
下

げ
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら
引
き
下

げ
を
求
め
る
声
は
あ
り
ま
し
た
が
、
燃

油
価
格
の
高
騰
で
、
国
民
的
な
関
心
を

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。

暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
れ
ば
、
１
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
約
２５
円
分
ガ
ソ
リ
ン
が

値
下
げ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
特
に
燃
油

の
使
用
量
が
多
い
道
民
に
と
っ
て
は
負

担
の
軽
減
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
不
足

す
る
財
源
は
、
国
の
直
轄
事
業
の
自
治

体
負
担
を
な
く
す
、
揮
発
油
税
が
自
治

体
へ
行
く
割
合
を
増
や
す
、「
埋
蔵
金
」

か
ら
捻
出
す
る
こ
と
で
補
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

北
海
道
は
道
路
整
備
が
不
十

分
な
箇
所
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
苦
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
々
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
両
立
を
考
え
る
こ

と
が
政
治
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

県民大会には６０００人が参加し、日米地位協定の抜本改正を求めた

道
路
と
生
活
の
両
立
は

政
治
の
役
割

What's 自治労
３
年
ぶ
り
に
沖

縄
を
訪
れ
ま
し

た
。
気
温
は
、
２０

度
を
超
え
日
中
は

半
袖
で
も
十
分
な

暖
か
い
気
候
で

す
。
本
部
か
ら
参

加
要
請
が
あ
り
、

北
谷
町
で
起
き
た
米
兵
に
よ

る
少
女
暴
行
事
件
な
ど
「
米

兵
に
よ
る
事
件
・
事
故
に
抗

議
す
る
県
民
大
会
」
に
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
朝
か
ら
雨
が
降

り
、
開
会
近
く
に
は
大
雨
。

参
加
者
は
雨
に
ぬ
れ
な
い
場

所
に
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

私
も
カ
ッ
パ
を
着
て
、
傘
を

さ
し
て
も
ズ
ボ
ン
と
靴
は
ビ

シ
ョ
濡
れ
状
態
。
し
か
し
、

大
会
が
開
会
す
る
と
各
自
治

体
の
実
行
委
員
会
の
住
民
や

各
団
体
参
加
者
は
旗
・
プ
ラ

カ
ー
ド
・
横
幕
を
持
っ
て
舞

台
前
に
整
然
と
揃
い
、
６
千

人
が
会
場
を
埋
め
尽
く
し
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
県
知

事
、
自
民
党
は
不
参
加
で
し

た
。
大
会
は
、
暴
行
事
件
へ

の
抗
議
と
、
二
度
と
繰
り
か

え
さ
せ
な
い
た
め
の
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
改
正
を
求
め

る
沖
縄
県
民
の
意
思
を
、
必

ず
実
現
さ
せ
よ
う
と
誓
い
ま

し
た
。
一
昨
年
、
難
病
の
息

子
さ
ん
を
暖
か
い
沖
縄
で
暮

ら
せ
る
よ
う
に
と
移
住
し
た

知
人
も
元
気
で
食
堂
を
経
営

し
て
安
心
し
ま
し
た
。

（
小
檜
山
秀
昭
）

「
あ
な
た
と
労
働
組
合
の
出
会
い
」

１
冊
６
０
０
円

道
本
部
青
年
部
で
取
り
扱
い
中
�
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